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０ はじめに  
本論は、科学研究費補助金「『親になること』の今日的意義の再検討と青年期のための次
世代教育プログラムの開発」（後藤ら、2010）による研究プロジェクトの一部を構成するも
のである。 
「親になること」、あるいは「親をすること」と今日的な課題とされている男女共同参画
社会の形成は密接な連関を有することは言うまでもない。本論では、本プロジェクトが実
施した大学生を対象とする「親になること」に関する意識調査（奥田ら「経過報告」、2010・
奥田ら「時間的展望」、2010）の結果について他の社会調査等との比較を行いながら、男女
共同参画の視点からその傾向を紐解くこととする。 
 
１ 出産と結婚 
本プロジェクトが実施した大学生を対象とする「親になること」に関する意識調査（以
下、「親になること」調査）には、「独身の方のみにお尋ねします。あなたもしくはパート
ナーが、今妊娠したら出産しますか。」という質問項目がある。回答結果はグラフ１が示す
通りであったが、この結果から大学生にとって独身のまま出産するという選択肢はほぼあ
り得ないことがわかる。逆にとらえれば、出産と結婚は、大学生にとって極めて密な関係
にあることがうかがえるの
である。いわゆる社会規範が
多様化する現在において、
「現代の若者」と総称される
者たちの意識というよりは
むしろ、前世代のそれである
かのような印象を受ける。も
しかすると、大学生の意識は
「大人」が思うほどには「新
しい」ものではないのかもし
れない。 
 
グラフ 1 
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２ 結婚に対する意識 
出産と結婚に関して強い
連関を持つ意識を見せた「親
になること」調査は、しかし、
「一般的に、あなたは親にな
ることの条件についてどの
ようにお考えですか。」とい
う質問において、「法律的に
結婚していること」が当ては
まるか否かについて問うと、
グラフ 2 のように法律婚を
親の条件とする回答は 60％
にとどまった。すなわち、自
分が親になる場合において
は、結婚が前提となるが、一
般論としてはそうではない
という二つの意識が読み取
れるのである。 
同じことが、「親になる、
というのはどういうことだ
と思いますか？」という質問
における「結婚した相手との
間に生まれた子どもを育て
ること」（グラフ 3）と「結
婚していなくても、パートナ
ーとの間に生まれた子ども
を育てること」（グラフ 4）
について当てはまるか否か
を問うた結果にも表れる。こ
の結果によれば、結婚相手と
の間の子どもを育てること
は「親」である（92.3％）が、
同時に結婚していない相手
との間に生まれた子どもを
育てることも「親」（73.0％）
なのである。 
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グラフ 6 
 ところで、「親になること」調査の結婚そのものに関する意識はどうなのであろうか。他
の社会調査と比較することによって、この調査が示す意識の傾向がうかがえはしないだろ
うか。 
 グラフ５は、「結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもよいと思う」につい
て、「あてはまる／賛成」か「あてはまらない／反対」かを問うたものである。 
結婚は個人の自由であるという意識は、女性の方がやや高く、男女とも国の調査の同世
代と同様の傾向を示すが、群馬県の同世代と比較するといずれもより「今日的」な意識を
持っていると言えるだろう。 
 次に、「結婚しても必ず子どもを持つ必要はないと思う」についてみると、男女はほぼ同
じ傾向であるが、他の調査と比較すると、子どもをもつことが結婚の意義とはとらえられ
ていない（グラフ６）。子どもをもつならば結婚していなければならないという意識（前述）
と結婚したら必ず子どもを持たなければいけないという意識は別のものであることがうか
がえる。 
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さらに、いわゆる「今日的」な意識について検討するために、離婚に関する意識も見て
みよう。「結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい」に対して、ここでもやは
り「親になること」調査は国と比較しても、さらには群馬県と比較すると非常に、「あては
まる」という回答の割合が高い（グラフ７）。 
 それでは、そもそも結婚意向はどうなのだろうか。グラフ８にあるとおり、女性は他の
調査よりも意向が低く、男性は高くなっているものの、他の調査との大きな差は見られな
い。「親になること」調査の回答者はいずれは結婚したいと一般と同じように考えているの
である。 
 このように、「親になること」調査は、他の社会調査と比して極めて大きな差異を見せる
ものではないが、しかし、結婚に対して比較的「個」を重視する傾向を示し、それは同時
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により「今日的」な意識が表出していると読むこともできる。このことは、「親になること」
調査の対象が大学生であるということを加味して検討する必要があると思われる。「個」を
重視する「今日的」社会規範は、教育の影響を免れないと想定されるからである。そのよ
うな教育効果としての規範を持ち合わせながらも、先に見たとおり前世代の価値観も内包
するという点において、「親になること」調査はアンビバレントな傾向を示している。 
 
３ 出産・子育てと就業との関係並びにそれらの家庭内分担に係る性別役割意識 
男女共同参画社会とは、性別にかかわらず一人ひとりの考え方や生き方が尊重される社
会であると定義される。そのような社会の形成にとって有用な手段の一つとして現在最も
注目を浴びているのが仕事と生活の調和、すなわちWork Life Balance(WLB)である。この
ことは厚生労働省や内閣府が中心となりその推進事業が広く展開され、普及されている。
WLBが実現すれば、父親の子育て共有はもちろんのこと、出産後の女性の就業継続も容易
になることが予想され、男女共同参画社会形成が促進されることになるだろう。 
「親になること」調査においても、WLBへの希望は高い。国の調査では「どちらともい
えない」の回答項目が含まれるため、単純な比較はできないものの、国の調査における同
世代の意識と比しても、本調査結果はその希望が高いといえるだろう（グラフ９）。 
 
 
しかしながら、女性の就業継続意識を見ると、WLB が未だ実現されていない現実を反映
してか、日本における女性の就業状況を表す M 字型曲線を裏付ける結果となっている（グ
ラフ１０）。この意識は実際の女性の出産後の離職の状況（グラフ１１）と符合する。 
 
 
グラフ 9 
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この背景にはどのような意識があるのか。子育てと就業継続に関して、自らが仕事を辞
めるかと問うと男性はそれを否定し、パートナーに仕事を辞めてもらうかと問うと、女性
がそれを否定している（グラフ１２）。この結果は、見事に男女が逆転しており、つまりは
性別役割意識が如実にあらわれていると言えるのである。 
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一方、パートナーとの子育ての分担についてというと、女性の方が子育ては自分の分担
とする意識が高いことがうかがえるが、女性も男性もパートナーと分担して子育てすべき
という意識を持っていることがわかる（グラフ１３）。まさに「今日的」な子育てのありか
た、あるいは規範を反映していると言えるだろう。 
 
ところが、この「分担」についてもう少し掘り下げ、だれが主（＝メイン）となり、だ
れが補佐（＝サブ）となるかについて尋ねると、男性は相手がメインで自分はサブであり、
女性は自分がメインで相手がサブであると答え、こちらも見事に男女で結果が逆転してい
る（グラフ１４）。つまり「分担」の中身が性別によって異なるということなのである。こ
こでも性別役割意識を明らかに読み取ることができた。 
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WLBは理想のあるべき姿として希望するが、現実には女性は出産後の就業継続に困難を
予想し、子育てをパートナー同士が分担することがあるべき姿としながらも、実際には明
確な性別役割意識を維持している。理想、あるいは「今日的」規範と現実との間には大き
なギャップがあり、出産や子育てと就業、あるいは子育ての分担に関しては、理想として
のあるべき姿を知りつつも、一方で性別役割という現実をも肯定する大学生の姿が浮かび
上がる。 
 
４ おわりに 
以上のとおり、「親になること」調査の対象となった大学生は、「いまどきの」結婚／子
育てはこうあるべきという、今日的な社会的要請を知識として受け入れながら、もう一方
で結婚しなければ親になるべきではなく、仕事は男で子育ては女という性別役割を全うし
なければならないという意識も持ち合わせ、それら二つの社会的意識／規範の狭間を行き
来するアンビバレントな状態に置かれている可能性があることがわかった。このことは、
我々の社会が包含するアンビバレンスの写し鏡ともいえるだろう。 
そして、我々が、若者が親になることを支援することを意図して何らかのプログラムを
生成しようとするとき、この二つの規範意識を無視することはできない。今回の調査は大
学生を対象としている。他の調査と比較すると、「今日的な」意識は調査対象の方が高いも
のもあり、大学生ゆえに、彼らは「今日的な」あり方を「学んで」おり、二つの社会的意
識／規範の間の距離が広がっている可能性もあるのではないだろうか。今後、大学生とい
う対象の特異性について、その可能性を検証する必要があるが、同時に、プログラムにお
いて「今日的な」あり方を学ぶ仕組みを構築した場合、彼ら大学生と同じように、アンビ
バレントな状況をそのプログラム参加者に生じさせる可能性をも示唆しているといえるだ
ろう。 
このアンビバレンスは埋められるべきものであるのか、あるいは生じさせるべきではな
いものであるのか、その評価は今後の研究をまたなければならないが、単に「今日的な」
家族や性別役割のありようを知識として伝授するにとどまるプログラムでは、そもそもの
目的である「親になること」を支援することにはならないのではないだろうか。 親になる
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ことについて考察するとき、親になることの学びを構築しようとするとき、このような「二
重規範」の中に親になろうとする者たちが置かれている可能性を念頭に置く必要があるだ
ろう。 
 
付記  
本研究は、平成 20 年度科学研究費挑戦的萌芽研究（課題番号 21653086）：「『親になる
こと』の今日的意義の再検討と青年期のための次世代教育プログラムの開発」(研究代表者： 
後藤さゆり)の助成を受けている。 
 本論は、第 21回日本発達心理学会自主企画ラウンドテーブル「R6-3「親になること」の
今日的意義の再検討―大学生に対する質問紙調査の結果をもとに―」（2010 年 3 月 28 日、
神戸国際会議場）における口頭発表に加筆・修正したものである。 
 
文献 
奥田雄一郎、後藤さゆり、大森昭生、呉宣児、平岡さつき、前田由美子「『親になること』
の今日的意義の再検討と青年期の為の次世代教育プログラムの開発：経過報告」（『共
愛学園前橋国際大学論集第』10号、2010） 
奥田雄一郎、後藤さゆり、大森昭生、呉宣児、平岡さつき、前田由美子「青年期における
『親になること』と時間的展望」（『共愛学園前橋国際大学論集』第 10号、2010） 
後藤さゆり、奥田雄一郎、平岡さつき、呉宣児、大森昭生、前田由美子「青年期における
『親になること』の教育的意義の検討」（『共愛学園前橋国際大学論集』第 10号、2010） 
 
資料 
出典が付されていないグラフはすべて本プロジェクトが行った「親になること」に関する
意識調査（（奥田ら「経過報告」、2010／奥田ら「時間的展望」、2010）による。 
※1：国の調査：内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査（平成 21年 10月）」  
群馬県の調査：群馬県「男女共同参画社会に関する意識調査結果（速報版）（平成 21
年 12月）」  
※2：同上 
※3：同上 
※4：国の調査：国立社会保障・人口問題研究所「第１３回出生動向基本調査 結婚と出産
に関する全国調査（独身者調査）（平成 17年 6月）」 
※5：国の調査：厚生労働省「仕事と生活の調和に関する意識調査（平成 15年）」 
 
 
  
 
